













































































表 1 は 2017／2018 年度の履修者数とクラス／講師数を示したものであ



































　2017 年度の Q1Q2 授業計画を 2018 年度には変更して運営した。
表 2：授業計画


















 2回～ 7回  第 3課～ 5課
 8回　まとめ
 9回～14回　第 6課～ 8課
15回　まとめ
2.3.1．2017 年度の Q1 の授業計画の状況から見えた問題点
Q1 の授業計画について 2017 年度は，「文字と発音編」を第 7回までに終
えて，第 8回に「文字と発音」の中間テストを実施した。その後「文法と会






2.3.1.1．2018 年度 Q1 の改善策











2.3.2．2017 年度の Q2 の授業計画の状況から見えた問題点




2.3.2.1．2018 年度 Q2 の改善策



























2.4.1．2017 年度の Q1 の小テストの状況から見えた問題点
2017 年度 Q1 の小テストは各回 30 点満点として 10 回行った。小テスト





























2018 年度の定期試験は 2017 年度より範囲が少ないため，成績が 2017 年度
Q1 より全体的に上がる結果になった。2018 年度 Q2 に定期試験の割合を変
更するべきではあったがそのまま 50％として計上した。
2.4.2.1．改善策
上述の問題点を踏まえて 2019 年度 Q1 では，中間テストの評価割合を
20％から 30％に上げ，定期試験を 50％から 40％へ減らす予定である。また
定期試験の範囲を広げて中間テストの範囲も含めることを検討して行く。
2.4.3．2017／2018 年度の Q2 成績評価の比較
2017 年度 Q2 以降，小テストは Q1 の 10 回から 6 回に変更し（30％），
中間テストは無くして定期試験を 70％に設定した。また，2018 年度 Q2 で
は授業参加度 10％を新しく加え，定期テストを 60％に変更した。授業参加

































































































































アンケート調査は 2018 年度 Q2「韓国朝鮮語Ⅱ」授業の全クラスを対象
に行った。実施時期は Q2 の 14 回目の授業である。アンケートに応じた人
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